
第１０２回定例会 一般質問通告一覧表

1

質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

１
代表

質問

日本共産党

鎌塚 聡

市 長

教育長

１.保育所の現状について

(1)途中入所希望者の入所率は。

(2)新年度希望の園に行けない状況について

(3)上記で希望通りの入所とならない理由は何が原因なのか。

(4)育休等保育士の補充配置について

(5)国の定める保育士配置基準以上の配置状況は。

(6)保育士の正規・非正規の比率

(7)保育士の正規雇用の募集に対する応募状況は。

(8)正規雇用の比率を上げることを市はどう考えているか。

２.学校での生理用品提供（トイレ個室の配置）について

３.あき地の環境保全に関する条例の第５条の状況と、効果的な運用と

なるためには。

４.有機農業の支援策と、生産者・消費者含め市民の有機農業への理解

をどう深め、支えるか。

５.施政方針について

(1)新型コロナウイルス感染症について、各所に指摘はあるが市とし

ての方針、視点が弱いのではないか。

  22 ページに新たな生活様式に応じた施策の展開ともいうが、今後

2類から 5類と移行したとしても、新型コロナウイルス感染症が終

息するものではない。国、県任せではなく市としての具体策が必要

ではないのか。

(2)24 ページの「転職しないで移住」と、国が言う「転職なき移住」

との違いは何か。また、市が主体として行う「転職しないで移

住」の具体策は何か。
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2

質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

２
代表

質問

公明党

西村秀一

市 長

教育長

担当部長

１.施政方針について

(1)中長期的な課題 7項目から

  ア 万博のレガシー誘致、市長が考える「万博のレガシー」とは

どのようなイメージなのか。

  イ 2項目 万博のレガシー誘致の候補地について

    土地利用の方向性をまとめ、国に要望するとのこと。

    万博の開催日は決定されていることから、要望から決定まで

のスケジュールをどのように考えているのか。   

  ウ 4項目 国際交流事務所の開設について

    人の流れがある公共施設を候補地とあるが、規模や場所な

ど、どのようなものをイメージしているのか。

２.子育て世代支援策

(1)0 歳児の見守り訪問事業の展開について

(2)家事支援員（産後ドゥーラ）の確保について

３.高齢者支援策

(1)ごみ出しに対する支援は。

４．教育施策

(1)学校における部活動の地域移行に伴う地域人材活用について

(2)学校における感染症対策について

ア ＣО₂センサー導入の進捗状況

５．東浦バスターミナル周辺施設の連携した「おもてなし」について

（図書館・ホール・産直・猫美・陶芸館・橋のモニュメント・公

園・マレットゴルフ場）

(1)交通の結節点となるバスターミナルを情報発信施設として

観光案内所を整備し、部局を横断した施設の連携により人が集う拠

点作りを。

(2)橋のモニュメントを再整備し、東海岸の「映えスポット」

に。

(3)文化発信拠点としての図書館の役割は。

６．SDGs 未来都市「あわじ」を目指して

目標１７「パートナーシップで目標を達成しよう」から

(1)奨学金の代理返還の支援について
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

３
代表

質問

住民目線

の会

籾谷 宏

市 長

担当部長

１.施政方針について

(1)令和 5年度の予算編成を踏まえた今後の財政運営について

  ア 予算規模拡大の要因、財政指標への影響と今後の見通しに

ついて

２.大阪・関西万博を契機とする大阪湾活性化構想について

(1)活性化構想全体のスケジュールとこれまでの取組について

(2)広域連携（県・島内 3市・神戸市）について

(3)官民連携を含めた市の独自施策について

３.畜産振興の取組について

(1)地域ブランドの確立について

(2)畜産クラスター事業の推進について

(3)後継者育成について

４.教育環境の整備について

(1)小中学校の環境整備（ハード面）における、現状の課題と今

後の対応策について

(2)ソフト面における現状と今後の対応策について
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

４
代表

質問

結いの会

多田耕造

市 長

教育長

担当部長

１.施政方針

(1)「未来に繋ぐ輝く淡路市」実現にむけた一つ目の課題（目標）にあげ

ている万博のレガシーをはじめとした取組について

ア 万博のテーマに沿ったパビリオンの誘致による「真の意味での健

康（Well-being）」の実現を目指したモデルケースとはどのようなも

のか。

イ 万博と同時開催のひょうごフィールドパビリオンでの体験を通

じ、地域の魅力を深く知らせ、地場産業をどう未来につなげていく

のか。

ウ 次世代モビリティの取組で、2025 年「自動車の自動運転」等によ

る社会実験を目指すとされているが、交通空白・過疎地域の移動手

段につなげていけないか。

２.【健康・教育】睡眠改善や「みんいく」(※1)で睡眠負債（※2）を防ぐ

取組は。

(1)睡眠改善対策

ア 睡眠に関する保健指導は。

イ 職員の睡眠不足によるパフォーマンス低下の影響は。

ウ 具体的な睡眠データから睡眠を改善する取組は。

(2)子どもたちの睡眠教育（みんいく）指導

ア 児童生徒の睡眠時間と不登校・学力・自己肯定感などとの因果関

係についての調査は。

イ 子どもたちの規則正しい生活や睡眠についての家庭に対する指

導・啓発は。

ウ 専門家の支援を受けた「みんいく」の授業や保護者への指導は。

３.【健康・介護】骨折による介護リスクが増加、転倒・骨折を防ぐ取組は。

(1)高齢者の転倒予防対策

ア 介護予防の事業にあたり、転倒防止の観点は。

イ 居宅の転倒防止や整理整頓についての啓発・支援は。

ウ 10 月 10 日の転倒予防の日にむけた啓発の取組は。

(2)骨粗しょう症の啓発と骨折予防

ア 受診データなどから骨粗しょう症の診断・治療・骨折などの分析

は。

イ 骨粗しょう症の危険性や検診の必要性についての啓発は。

ウ 高齢者が集まるイベント等での骨量の測定会の実施は。

※１「みんいく」 睡眠の仕組みや眠りの持つ力など、睡眠についての正しい知識

と習慣を身に付けるための教育

※２「睡眠負債」 睡眠不足が慢性化すると脳や体に多大な影響を及ぼし、深刻な

マイナス要因が気づかないうちに溜まっていくという眠りの借金
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

５
代表

質問

淡路クラブ

松本英志

市 長

担当部長

１.施政方針について

(1)「未来につなぐ輝く淡路市」への取組について

ア 兵庫フィールドパビリオンへの参加は。

  イ 海上交通実証実験について

  ウ 古道観光道路整備について

  エ 安全対策等について

２.災害に対する備えは。

(1)阪神・淡路大震災から 28 年。この経験を今後どのように生か

していくのか。

(2)災害発生時、自らがとるべき行動は。

(3)避難所等の在り方は。
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

６
個人

質問
岨下博史

市 長

担当部長

１．市内事業者の雇用確保の取組について

(1)市としての市内企業の人材確保へ向けた取組は。

(2)取組の成果と定着率は。

(3)成果が上がらない原因は。

(4)これまでにない取組は。

(5)勉強会等に対する市からの対策は。

２．ふるさと納税のこれからの取組について

(1)現状の実績は。

(2)増加の要因は。

(3)電子感謝券について

(4)道の駅でのふるさと納税の実績は。

(5)対面で受付ができる施設がある自治体はあるのか。

(6)ふるさと納税館のような施設はできないか。

３．大阪・関西万博に向けた市の受入体制は

(1)ボランティア通訳ガイドを募ってはどうか。

(2)外国の人が来庁した時の現在の対応は。

(3)多くの観光客の受け入れに向けた公共交通の取組は。

(4)主要な観光施設での表示及び案内板等への対応は。

(5)環境整備 特に河川の整備に力を入れてはどうか。
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

７
個人

質問
土井晴夫

市 長

教育長

１.施政方針について

(1)財政の健全化

  ア 地方債の抑制による事業への影響と、それに代わる財源の

確保は。

イ 今後の合特例債の発行事業計画と進捗状況は。

  ウ 公営企業の使用料適正化とは。

(2)特色ある教育の充実「スクールロイヤー制度の導入」

  ア 制度導入に至った理由は。

  イ スクールロイヤーの条件や主な業務は。

  ウ 具体的な計画は（体制・行動規範の策定等）。

２.市民サービスの向上

(1)「書かない窓口」の創設

(2)民生児童委員の改選状況と対応

(3)市バス利便性の向上

ア バスロケーションシステムの導入

イ 行先表示の明瞭化

  ウ ヒューマンエラー研修の実施等「乗降確認等基本研修」

(4)市管理公園の遊具設置状況と対応

３.交通安全対策

(1)「横断歩道歩行者優先宣言」の取組強化

(2)横断歩道カラー化の推進

４.子ども教育の充実

(1)不登校児童、生徒の対応

ア 予防の取組「タブレット端末の活用」文科省推奨

  イ 不登校特例校の設置促進

(2)淡路市こども版 ホームページの開設推進

５.市有空き施設の活用方針とその進捗状況

旧北淡センター、北淡事務所、岩屋保育所、アソンブレホール
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

８
個人

質問
戸田敦大

市 長

担当部長

１．一時預かり保育の利便性向上について

(1)現在の利用状況について

(2)コロナ禍による影響について

(3)利用申請から実施までの流れについて

(4)今後の方向性について

２.オムツ配布事業について

３.観光戦略について

(1)大阪・関西万博に向けての本市の取組について

(2)本市に対する要望は。

(3)GDP の測定方法について

(4)地産地消モデルについて

(5)交通渋滞等の環境的側面のコスト解消への取組について

(6)兵庫県「クルージング MICE」モデル事業との連携について
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

９
個人

質問
田中孝始

市 長

担当部長

１.未利用施設（遊休）の活用について

(1)未利用の施設数は。

(2)居場所づくりや活躍する場づくりへ。

(3)緩やかなネットワーク社会へ。

(4)未利用施設で地域要望はないのか。

２.公共交通（あわ神・あわ姫）の現状は。

(1)運営費（補助金）が増大しているのでは。

(2)山間部からの移動手段確保策は。

(3)医療センターまでの延伸についての進捗は。

３.道路改良率 36.8％、どう進めるのか。

市道全長 1257.3 ㎞のうち、改良は 462.2 ㎞。ここ 5年で 0.4％

の改善となっている。

(1)市道のうち対向可能道路はどの程度なのか。

(2)旧町により、市道認定が様々であることは理解しているが、

拡幅や視距改良が必要と思える箇所があるのでは。
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

１０
個人

質問
村田沙織

市 長

担当部長

１．ふるさと寄付金の活用方法について

(1)ふるさと納税を実施している目的は。

(2)ふるさと寄附金の活用について、寄付者の意向内容はどのような

内訳になっているか。

(3)ふるさと寄附金の活用について、どのように決めているのか。

(4)令和３年度の活用内容について、担当部局がふるさと納税寄附金

を活用するように申請した根拠は。

(5)担当部局から提案された事業について、ふるさと納税寄附金を活

用すると決めた根拠は。

(6)令和４年度の活用状況は。

(7)市民参画について

２．生理用品のトイレ個室に配置する件について

(1)庁舎の女子トイレに生理用品を配置した結果はどうだったか。

(2)市内小中学校のトイレ個室に配置できないか。

(3)県に、市内高校のトイレ個室への配置を要望できないか。

３．健康支援について

(1)兵庫県立大学看護学部と本市の、糖尿病重症化リスクについての

研究結果は。

(2)この結果からどのように糖尿病の重症化を予防していこうと考

えているか。
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

１１
個人

質問
長瀬雅宏

市 長

教育長

担当部長

１．淡路市のジビエ（野性鳥獣の肉）の現状について

(1)興隆寺ジビエ処理施設の状態は。

(2)野性鳥獣の捕獲頭数の推移は。

(3)ジビエの食肉利用はどの様になっているのか。

(4)食肉利用されないジビエの有効活用は。

(5)将来の農家レストランなどでの活用は。

(6)イノシシの効果的な削減対策は。

２．中学校の部活を「地域指導者に委ねる」について

(1)地域移行への見通しは。

(2)スポーツ・文化部門等の受け皿はあるのか。

(3)専門性を有する指導者はいるのか。

(4)保護者の経済的な負担はどうするのか。

(5)部活の平日と休日の連携・調整はどうするのか。

(6)この国の指針で、先生の働き方が軽減されるのか。

３．淡路市の不法投棄について（農地をごみ箱にさせない）

(1)不法投棄の刑罰はどの様な事が考えられるか。

(2)個人、地域の清掃活動の実情は。

(3)市の補助はどの様な事があるのか。

(4)不法投棄の抜本的な撲滅対策は。

(5)市全体のごみ削減対策は。
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

１２
個人

質問
岡田教夫

市 長

教育長

１.小中学校教職員の働き方の改善について

(1)教員不足といわれるが、本市において教員未配置という状況

はあるのか。

(2)時間外勤務など、過重労働になっていないか。

(3)授業への準備、子どもたちに向き合う時間が確保できている

のか。

(4)正規の教員を増やすなど、抜本的な改善策が必要なのではな

いか。

２.畜産農家の支援について

(1)畜産農家数とその推移はどうなっているか。

(2)物価高騰による影響をどうとらえているのか。

(3)畜産農家を支援するための緊急対策をとるべきではないか。

３.難聴者の問題について

(1)聴覚障がい者の人数など実態はどうか。

(2)聴覚障がい者が使える福祉制度はどうなっているか。

(3)福祉制度に対する周知がされているか。

(4)高齢者の難聴者について実態はどうか。

(5)補聴器購入助成制度の実施状況について、各自治体でどうな

っているか。

(6)本市においても助成制度を実施すべきではないか。

４.高齢者の温泉利用券等の制度拡充について

(1)利用促進のために必要だと考えることは何か。

(2)以前のように 12 枚の支給に戻し、65 歳誕生日から、利用で

きるように改善すべきではないか。

５.公園の利用促進について

(1)利用ができないなど、管理がされていない公園があるのでは

ないか。

(2)運動用具の設置と管理を充実させ、市民に広く知らせるなど、

利用促進をはかるべきではないか。
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

１３
個人

質問
冨永康文

市 長

担当部長

１．公園の遊具について

(1)公園および遊具に対する意義、目的、効果とは。

(2)北淡ウィズタウン内公園の遊具撤去の経緯は。また地域要望

等は。

(3)他地区の公園の未使用遊具を転用していく等の一工夫を期待

するが。

２．ふるさと納税制度の更なる推進策について

(1)返礼品は、どのような価格帯や商品群が人気なのか。

(2)返礼品で和牛 1頭や高額宿泊施設利用権等の高額返礼品の需

要は。

(3)今後、どのような返礼品を充実させるのが理想か。

(4)運用面において、寄付金税額控除に係る申告特例申請書の返

信用封筒の仕様が不親切だと思うが、その利便性を問う。

(5)話題の自販機方式の導入等で、更なる推進策はどうか。

(6)寄付額と交付税の関係や制度の今後の方向の見解は。

３．広域的隣接都市との連携について

(1)現在取り組んでいる連携事業やプロジェクト等は。

(2)神戸、芦屋、洲本との 4市連携での島都市デュアル事業の成

果と今後の方向性は。

(3)神戸市との航路実験の件で、近隣市との連携は必要との答弁

があったが、明石市との連携の方向性の見解は。
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

１４
個人

質問
古山久則

市 長

担当部長

１.その後の「民泊」について

(1)宿泊施設の近隣へ対しての配慮にルールはあるのか。

(2)当市に対しての相談やクレームはあるか。

(3)今後の課題と改善点はあるか。

(4)具体策、解決策はあるか。

２．その後の「不法投棄」について

(1)各町内会のごみステーションへの不法投棄の取り締まりに改

善はあるか。

(2)海、山等での不法投棄が多い場所は把握しているか。

(3)不法投棄に対する設置看板には「市役所または警察に連絡」

となっているが、その後の処理はどういう行動を行っているの

か。

３．当市の公園の数と使用頻度（人気）順位などは把握しているか。

また、現代的最新遊具を設置する予定はないか。
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

１５
個人

質問
石岡義恒

市 長

担当部長

１.漁業振興策について

(1)これまでの施肥事業における効果と検証は。

(2)かいぼりの現状と課題は。

(3)藻場の整備保全を取り巻く環境はどうか。

(4)直近、３年間における漁獲量・漁獲高の推移は。

(5)コロナ禍における支援策の取組は。

(6)本市における魚種・海苔
の り

・ワカメ等のブラント化へ向けた

ステッカー・パンプレット作成の考えは。

２．空き家の状況について

(1)アンケート調査実施の目的は。

(2)対象世帯数はどれぐらいあったのか。

(3)少子高齢化や人口減少による空き家が増加し、防犯・安全・

公衆衛生面などの問題等が生じているが現状はどうか。

(4)空き家に対する防災対策の備えは。

(5)家財道具処分費・登記費用等の支援金の考えは。

３．淡路市物価高騰等緊急対策事業実施について

(1)お買い得キャンペーンによる経済効果と引換店舗数は。

(2)小売事業者と飲食店の利用割合はどうか。

(3)アンケート調査実施をおこなっているが、事業者・お客様

の反応は。

(4)今後の商品券事業や電子決済導入について事業継続の考え

は。

４．児童手当拡充を含む子育て支援について

(1)所得制限撤廃や対象年齢を１８歳まで拡大された場合、どの

ような影響があるのか。

(2)子育て世帯訪問支援事業をする目的は。

(3)新婚新生活支援事業の内容は。

(4)高校生通院医療費助成事業の具体的な内容は。
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質問順 種別 質問者
答弁を

求める者
質問の要旨

１６
一般

質問
田尾 成

市 長

担当部長

１.女性の海外派遣について

(1)青少年海外派遣の体験結果について

(2)農家、漁家の女性の海外派遣について

(3)新規派遣先として近隣国の開発について

２.「こどもまんなか社会」の実現

(1)こども計画の作成準備は。

(2)子育てに魅力のある環境づくりは。

(3)子育て学習センターの時間延長は。

(4)子育て学習センターの定員増と未就園児への接触について

(5)子育て学習センターの事業拡大について


